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★ 町長・議長　年頭のご挨拶★ 町長・議長　年頭のご挨拶
★ 町内こども園　保育発表会★ 町内こども園　保育発表会
◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 ◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 
◆ お知らせコーナー ◆ お知らせコーナー 
◆ みんなの広場 ◆ みんなの広場 

ひがしあがつまひがしあがつま
住民が誇りを持って暮らすまち住民が誇りを持って暮らすまち
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新
春
を
迎
え
て

新
春
を
迎
え
て
東
吾
妻
町

東
吾
妻
町

　
　
町
　
長

　
　
町
　
長

中
澤
中
澤  

恒
喜
恒
喜
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あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
地
球

規
模
で
拡
大
し
、
未
だ
に
収
束
の
兆
し
が
見
え
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
新
し
い
生

活
様
式
」
に
よ
る
感
染
症
防
止
の
徹
底
を
し
て
い

た
だ
き
、
健
や
か
な
1
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
域
経
済
を
支
え
る

た
め
に
緊
急
経
済
対
策
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負
け
な
い
東
吾

妻
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

上
信
自
動
車
道
の
箱
島
～
金
井
Ｉ
Ｃ
間
７
・
２

㎞
が
昨
年
の
６
月
７
日
に
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
で
安
全
な
通
行
が
で
き
る
快
適
な
高
規

格
道
路
で
す
。
町
内
各
地
で
建
設
工
事
が
行
わ
れ

て
お
り
、
早
期
の
完
成
に
向
け
て
、
関
連
す
る
事

業
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
統
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ
た
４
中
学
校

の
跡
地
利
用
と
し
て
、
残
っ
て
い
ま
し
た
太
田
中

学
校
跡
地
は
吾
妻
広
域
消
防
本
部
・
東
部
消
防
署

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
吾
妻
郡
の
中
心
防
災
拠
点

と
し
て
６
月
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
12
日
、
八
ッ
場
ダ
ム
直
下
の
吾
妻
線
廃
線

敷
を
利
用
し
た
吾
妻
峡
レ
ー
ル
バ
イ
ク
「
ア
ガ
ッ

タ
ン
」
の
オ
ー
プ
ン
式
典
を
挙
行
し
、
山
本
一
太

県
知
事
、
小
渕
優
子
衆
議
院
議
員
、
萩
原
渉
県
議

会
議
長
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
以

来
、
美
し
い
吾
妻
渓
谷
や
日
本
一
短
か
っ
た
「
樽

沢
ト
ン
ネ
ル
」
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
か

ら
、
遠
方
か
ら
の
多
く
の
皆
さ
ま
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
工
事
で
使
わ
れ
て
い
た

「
大
柏
木
川
原
湯
ト
ン
ネ
ル
」
が
完
成
し
、
12
月

18
日
に
一
般
供
用
と
な
り
ま
し
た
。
高
崎
市
方
面

か
ら
坂
上
地
区
を
経
由
し
て
、
川
原
湯
や
草
津
温

泉
方
面
に
向
か
う
新
た
な
ル
ー
ト
が
誕
生
し
、
地

域
の
振
興
と
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
工
事
で
使
用
し
た
骨
材
プ
ラ
ン
ト

ヤ
ー
ド
跡
地
が
大
柏
木
川
原
湯
ト
ン
ネ
ル
近
く
に

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
吾
妻
郡
全
域
の
一
般
廃
棄

物
処
理
場
の
建
設
に
向
け
て
、一
部
事
務
組
合
「
吾

妻
環
境
施
設
組
合
」
を
設
立
し
、
手
続
き
を
開
始

し
ま
し
た
。
現
在
郡
内
３
カ
所
に
点
在
す
る
処
理

場
を
１
カ
所
に
集
約
し
、
効
率
化
、
省
力
化
を
図

り
、
環
境
に
優
し
い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

坂
上
地
区
を
モ
デ
ル

と
し
た
路
線
バ
ス
と
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
連
携
さ

せ
た
新
た
な
バ
ス
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
小
中
学
校

の
冬
季
休
業
明
け
か
ら

開
始
い
た
し
ま
す
。
小

中
学
生
は
無
料
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
利
用
者
に
は

お
得
な
回
数
券
を
販
売
す
る
ほ
か
、
高
校
生
や
高

齢
者
を
対
象
に
利
用
し
や
す
い
フ
リ
ー
パ
ス
券
も

販
売
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

旧
役
場
庁
舎
は
現
在
解
体
工
事
中
で
す
が
、
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

や
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
東
洋
大
学

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
群
馬
原
町
駅

と
一
体
的
に
地
域
活
性
化
施
設
の
建
設
を
再
整
備

計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
信
自
動
車
道
植
栗
・
中
之
条
Ｉ
Ｃ
は
、
我
が

町
、
中
之
条
町
、
高
山
村
の
皆
さ
ま
が
利
用
す
る

重
要
な
Ｉ
Ｃ
で
す
。
こ
こ
に
Ｊ
Ｒ
高
速
バ
ス
の
停

留
所
を
備
え
た
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
を

整
備
し
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
、

バ
ス
タ
新
宿
や
草
津
温
泉
に
向
か
う
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
建
設
を
群
馬
県
と
連
携
し
て
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
も
町

民
皆
さ
ま
の
心
に
寄
り
添
い
、
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
職
員
の
力
を
結
集
し
、
東
吾
妻
町
第
２
次
総

合
計
画
「
住
民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
す
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
ワ
ン
チ
ー
ム
で
町
政
に
邁
進

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康

で
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

▲坂上地区の新型車両



　

新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家

族
で
穏
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
世
界
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
で
、

郡
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
祭
、
各
地
区
の
神
社

祭
典
な
ど
の
多
く
の
事
業
が
中
止
・
縮
小
さ
れ
ま

し
た
。
未
だ
収
束
の
兆
し
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
万
全
に
し
て
日
常
生
活

を
送
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬

に
よ
り
、
私
た
ち
の
通
常
の
日
常
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
日
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
生
活
様
式
を

取
り
入
れ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
予
想
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
は
、
九
州
地
方
、
特
に
熊
本
県
球

磨
川
の
氾
濫
に
よ
る
豪
雨
災
害
が
甚
大
な
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
廃
線
敷
を
活
用
し
た

自
転
車
型
ト
ロ
ッ
コ
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
ず
ま
ず
の
盛
況
ぶ
り
の
よ
う
で
す
。
町
の

観
光
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま

す
。

　

昨
年
、
議
会
で
は
中
学
生
議
会
・
高
校
生
議
会
・

議
会
報
告
会
・
宿
泊
を
伴
う
視
察
・
研
修
の
中
止

を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
１
年
間
を
振
り
返

る
と
、
昨
年
は
世
界
的
規
模
で
大
流
行
と
な
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、

不
安
定
な
生
活
で
精
神
的
な
痛
み
を
伴
い
な
が
ら

も
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
は
延
期
さ
れ
た
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
予
定
で
す
が
、
安
心
で
き
る
環
境

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
こ
れ
か
ら
の

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
す
べ
き
か
】

　

町
の
将
来
を
考
え
ま
す
と
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
持
続
可
能

な
開
発
目
標
社
会
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
が

課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
対

策
の
中
で
行
政
活
動
す
る
場
合
は
、
業
務
継
続
計

画
（
平
成
26
年
12
月
策
定
・
令
和
2
年
11
月
改
定
）

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
概
要
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
流
行
時
に
お
け
る
町
の
行
政

機
能
を
維
持
し
、
町
民
の
生
活
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
流
行
時
の
社
会
状
況
を
想
定
し
た
う
え

で
、
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
業
務
を
整
理
し
必

要
な
体
制
を
定
め

非
常
時
に
対
応
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
災
害

等
が
発
生
し
た
場

合
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
べ
き
か
を

検
討
し
、
昨
年
９
月
東
吾
妻
町
議
会
災
害
等
支
援

会
議
設
置
要
綱
を
作
成
し
ま
し
た
。
議
員
の
行
動

指
針
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
て
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

危
機
管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
今
、
議
会
が
求
め

ら
れ
て
い
る
役
割
は
町
の
最
終
意
思
決
定
を
行
う

議
決
機
関
と
し
て
権
能
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ

り
、
町
執
行
部
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
政
策

提
言
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
は
14
人
の
全
議
員
が
一
致
団
結
し
て
知
恵

を
し
ぼ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て

議
会
活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
令
和
３
年
が
住
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
が
で
き
ま
す
よ
う
祈

念
し
ま
し
て
、
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

東
吾
妻
町

東
吾
妻
町

　
議
会
議
長

　
議
会
議
長

須
崎
須
崎  

幸
一
幸
一▲コロナ禍で開催された

　町村議会議長全国大会
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保育発表会保育発表会
　日ごろの練習の成果を、保護者へ披露しました。

あづま

はらまち
おおた
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町内こども園町内こども園
　11 月から 12 月にかけて、町内のこども園で保育発表会が開催されました。

さかうえ

いわしま
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Higashiagatsuma　Town NewsHigashiagatsuma　Town News

　11 月 13 日に養鶏業を営んでいる堀田剛史さんが
群馬県青年農業士として認定されました。青年農業
士とは、地域の若手農業者のリーダーとして活動を
推進していく方を指し、町長からの推薦を受けて県
で認可される必要があります。堀田さんは「地域の
農家さんを巻き込み農畜産物の PR や都市部への販
売を積極的に行いたい」と話していました。

堀堀 田剛史さんが認定
群馬県青年農業士

　11 月５日に太田小学校の３年生（17 名）が学
校近隣の畑でこんにゃく芋掘りを体験しました。
児童は初夏に種芋を植え付け、その後の除草作業
などをして成長を見守りました。今回、地域ボラ
ンティア中澤和則さんの指導のもと、こんにゃく
芋を掘り返すポイントや特徴について勉強しまし
た。

夏夏 の草むしり頑張りました
太田小３年生こんにゃく芋掘り

　11 月に各小学校で防災訓練が行われました。
その一部をご紹介します。

　11 月 19 日に坂上小学校で火災避難訓練が行わ
れました。上の写真は、火災が発生したときにど
のような行動を取ればよいのか、何に気を付けた
らよいのかを学んでいる様子です。避難後、校長
先生から「避難時に守って欲しい４つのこと」と

「火事の怖さ」についてお話しがありました。

　下の写真は 11 月 30 日に原町小学校で実施され
た火災避難訓練です。煙を吸わないよう口にハン
カチをあてながら避難している様子です。避難後、
校長先生から「万が一に備え、自分の命は自分で
守れるよう今日の訓練を忘れないで欲しい」との
お話しがありました。

命命 を守るために
小学校避難訓練
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ひがしあがつまタウンニュースひがしあがつまタウンニュース

　12 月 12 日に東公民館でわんぱく Kids『クリス
マスキャンドルづくり』が開催されました。体験
工房 K

クライン

leinF
フ ォ ー レ

ohre の方を講師に迎え、キャンドルづ
くりに挑戦しました。事前に用意されたロウに、
マイクロワックスという温めなくても造形するこ
とができるロウを使って、サンタクロースやトナ
カイなどの飾り付けをしました。

クク リスマスの日に灯そう
クリスマスキャンドルづくり

　12 月１日に役場庁舎で「町いじめ防止子ども
会議」が開かれました。町内小中学校６校の代表
者（27 名）が集まり、各学校で取り組んでいる「い
じめ防止活動」について良い点などを話し合いま
した。その後、その話し合いをもとに自分たちの
学校の活動をよりバージョンアップさせるにはど
うすればよいかを協議し発表しました。

各各 学校の取り組みを知る
町いじめ防止子ども会議

　12 月 18 日に大柏木地区から長野原町へ抜ける
トンネル（総長 3,005m）が開通しました。長野
原町へ抜けることのできる国道 406 号線は、一部
道路幅が狭く、すれ違いが難しいことに加え、雨
量規制などの交通規制が実施される場合がありま
した。トンネル開通により、交通規制区間を回避
した新たな道路ネットワークが確保されました。

　上の写真は 12 月６日に大柏木川原湯トンネルの銘
板揮

き ご う

毫感謝状贈呈式の様子です。東吾妻町大柏木
側坑口の銘板は東吾妻中学校１年生の成瀨ルナさん

（左）と渡邉歩
い ぶ き

紀さん（右）が揮毫されました。

　下の写真は 12 月 18 日に開催された開通式の様
子です。式典は、長野原町川原湯側坑口（川原湯
温泉あそびの基地 NOA）で行われました。町か
らは、町長、議会議長をはじめ地元関係者が参加
しました。

坂坂 上で新たな道が開通
大柏木川原湯トンネル
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　皆さん、新年いかがお過ごしでしょうか。これまでとは違う年末年始をお過ごしになった方も多いか
と思います。2021 年も住民の皆さんの健康を支えられるよう、診療所職員一同で尽力して参ります。本
年もよろしくお願いいたします。
　例年では、季節性インフルエンザ流行期となります。新型コロナウイルス感染症の流行もありますの
で、引き続き、手洗い・マスクの着用・身体的距離の確保の徹底をお願いします。
　なお、当診療所では、新型コロナウイルス感染症に対する検査は実施しておりません。それに伴い、
本年度はインフルエンザに対する検査も実施できませんので、ご注意ください。

【診察を受ける際の注意】
・発熱や風邪の症状などで受診
　を希望される場合は、これま
　でと同様に、駐車場での診察
　となります。
　長時間お待ちいただく可能性
　もありますので、必ず受診前
　の電話連絡および防寒対策を
　して受診をお願いします。
・インフルエンザの検査を希望
　される方は、ほかの医療機関
　への受診をお願いします。
・受診先など迷う際には、群馬
　 県 の 「 受 診 ・ 相 談 セ ン タ ー
（☎0570-082-820）」へお問い
　合わせください。

東吾妻町国保国保診療所だより

『今年もよろしくお願いします』

１月の認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。日ご
ろから思っていることを話してみましょう。
■期　日　令和３年１月 27 日㈬
■時　間　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　
　包括支援センター（☎ 68-0200）

１月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。
【東地区】
■日　時　令和３年１月 14 日㈭ 10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター
【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　令和３年１月 14 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

【受付時間】
　午前： 8 時 30 分～ 11 時 45 分
　午後：14 時～ 17 時

【連絡先】
　国保診療所　堀口　英
　（☎ 59-3010）

　
　診療所ご利用の皆さまには、
ご不便をお掛けいたしますが、
住民の皆さまの健康維持、感染
拡大防止のため、ご理解・ご協
力のほどよろしくお願いしま
す。

★「１月の診療予定表」★「１月の診療予定表」
日日 月 火火 水水 木 金 土土

1/31/3
休診休診

44 55
午後診察午後診察
15:0015:00

～ 17:00～ 17:00

66
休診休診

7
午後診察午後診察
15:0015:00

～ 17:00～ 17:00

88 99
休診休診

1010
休診休診

1111
休診休診

1212 1313
休診休診

1414 1515 1616
休診休診

1717
休診休診

1818
午後診察午後診察
16:0016:00

～ 17:00～ 17:00

1919 2020
休診休診

2121
午後診察午後診察
14:0014:00

～ 15:00～ 15:00

2222
午後診察午後診察
14:0014:00

～ 15:30～ 15:30

2323
休診休診

2424
休診休診

2525 2626
午後診察午後診察
14:0014:00

～ 15:30～ 15:30

2727
休診休診

2828 2929 3030
休診休診

3131
休診休診

2/12/1 22
午後診察午後診察
15:0015:00

～ 17:00～ 17:00

33
休診休診

44
午後診察午後診察
15:0015:00

～ 17:00～ 17:00

55 66
休診休診
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胃がん検診（胃カメラ）の実施
　昨年度から、胃がん検診で胃内視鏡検査も選択できるようになりました。
今年度の定員にまだ余裕がありますので、希望される方はご連絡ください。
■対　象　令和３年３月末日時点で 50 歳以上の偶数年齢の方
■場　所　原町赤十字病院
■定　員　10 名
■期　間　令和３年２月～３月（日時は指定できません）
■費　用　3,000 円
■申し込み・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

１月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  小林みゆき）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

１月 12 日㈫
離乳食講習会 10:15 ～ 10:30 令和元年 12 月～令和２年９月生まれ

はっぴい歯科健診 13:30 ～ 14:00

平成 27 年 12 月、平成 28 年１・６・７月、
平成 29 年６・７月生まれ

13 日㈬ 平成 27 年６・７月、平成 28 年 12 月、平成 29 年１月、
平成 30 年６・７・12 月、平成 31 年１月生まれ

14 日㈭ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込みください）

20 日㈬ １歳６カ月児健康診査 　個別通知を
ご確認ください 平成 31 年３月～令和元年５月 17 日生まれ

27 日㈬

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和２年９月生まれ

７カ月児健康診査 14:00 ～ 14:15 令和２年６月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:15 ～ 13:30 令和元年 12 月生まれ

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  髙田 萌）
●会場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ：保健センター

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

１月 18 日㈪ ピヨピヨクラブ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

21 日㈭ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳までの子どもと保護者

１月の当番医予定表１月の当番医予定表
期　    日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

１月 10 日㈰ 町国保診療所
（箱島☎ 59-3010）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

11 日㈪ 田島病院
（中之条☎ 75-3350）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

17 日㈰ 四万診療所
（中之条☎ 64-2136）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

24 日㈰ しまだ医院
（中之条☎ 76-3435）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

31 日㈰ 吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

長生病院
（長野原☎ 0279-82-2188）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）
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り
、
肉
食
動
物
の
あ
ご
と
違
い
、
上
下
だ

け
で
な
く
、
左
右
に
し
っ
か
り
と
動
か
す

こ
と
が
可
能
で
す
。
あ
ご
の
関
節
の
こ
う

し
た
動
き
も
、
ウ
シ
が
多
量
の
草
を
食
む

た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

■
反は

ん
す
う芻

　

ウ
シ
に
は
４
つ
の
胃
が
あ
り
ま
す
。
焼

肉
屋
さ
ん
で
は
、
第
１
の
胃
を
ミ
ノ
、
第

２
の
胃
を
ハ
チ
ノ
ス
、
第
３
の
胃
を
セ
ン

マ
イ
、
第
４
の
胃
を
ギ
ア
ラ
と
呼
ぶ
の
が

一
般
的
で
す
。

　

ウ
シ
が
食
べ
る
草
の
繊
維
質
は
、
歯
で

す
り
つ
ぶ
し
た
だ
け
で
は
消
化
で
き
ま
せ

ん
。
第
１
、
第
２
の
胃
の
中
で
、
草
の
硬

い
繊
維
質
を
微
生
物
に
分
解
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
で
も
ま
だ
消
化
不
十
分
で
、
胃
の
内

容
物
を
、
再
び
口
に
戻
し
、
歯
で
す
り
つ

ぶ
し
ま
す
。
ウ
シ
は
食
物
で
あ
る
草
を
胃

か
ら
口
に
戻
し
て
咀そ

し
ゃ
く嚼
す
る
こ
と
を
何
度

も
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
（
反
芻
）。

反
芻
に
よ
り
、
ウ
シ
は
、
植
物
繊
維
を
栄

養
源
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。
分

解
さ
れ
た
植
物
繊
維
は
、
第
３
の
胃
で
水

分
が
除
去
さ
れ
、
第
４
の
胃
で
栄
養
と
し

て
消
化
吸
収
さ
れ
ま
す
。

■
牛
の
歩
み
も
千
里

　

残
念
な
が
ら
、
我
々
人
類
に
は
反
芻
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
お

よ
そ
20
本
の
歯
が
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
大

抵
の
食
品
を
し
っ
か
り
と
咀
嚼
し
、
味

わ
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。「
牛

の
歩
み
も
千
里
」
と
申
し
ま
す
。
日
々
の

健
康
づ
く
り
も
、
確
実
に
歩
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
本
年
も
町
が
行
う
歯
科

健
診
や
か
か
り
つ
け
歯
科
医
で
の
定
期
健

診
を
活
用
し
、
８
０
２
０
の
達
成
を
目
指

す
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
参
考
文
献

　

大
泰
司
紀
之　

著

　
「
十
二
歯
考
」

医
歯
薬
出
版　

刊

　

田
畑　

純　

著

　
「
新
十
二
歯
考
」

医
歯
薬
出
版　

刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

■
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
今
年
は
丑
年
で
す
。
ウ
シ
は
人
類
と

関
わ
り
の
強
い
動
物
で
す
。
牛
乳
や
牛
肉

は
、
食
料
と
し
て
貴
重
な
栄
養
源
で
す
。

ま
た
、
か
つ
て
は
田
畑
を
耕
し
、
作
物
を

運
搬
す
る
労
働
力
と
し
て
役
立
ち
、
そ
の

糞
は
肥
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、
農
業
の
生

産
効
率
を
高
め
ま
し
た
。

■
ウ
シ
の
歯

　

ウ
シ
の
上
あ
ご
の
前
歯
（
切
歯
と
犬
歯
）

は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
の
歯
茎

は
歯
床
板
と
呼
ば
れ
、
非
常
に
分
厚
く
発

達
し
て
お
り
、
下
の
前
歯
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
る
役
割
を
果
た
し
、
著
し
く
摩

耗
し
て
い
ま
す
。
歯
床
板
と
下
あ
ご
の
前

歯
を
用
い
て
、
つ
る
つ
る
と
し
て
滑
り
や

す
い
葉
を
し
っ
か
り
と
把は

じ持
し
て
、
む
し

り
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

前
歯
が
退
化
し
て
い
る
の
と
は
反
対

に
、
奥
歯
（
臼
歯
）
の
頭
（
歯
冠
）
は
大

き
く
発
達
し
て
い
ま
す
。
ウ
シ
は
毎
日
大

量
の
草
を
食
べ
る
た
め
、
奥
歯
は
強
く
摩

耗
し
ま
す
。
大
き
な
歯
冠
は
、
硬
い
草
を

多
量
に
食は

む
の
に
適
し
た
形
な
の
で
す
。

ウ
シ
の
下
あ
ご
は
大
き
く
発
達
し
て
お

知っておきたい歯歯の話
　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
ウ

シ
に
ま
つ
わ
る
歯
の
話
」
に
つ
い

て
で
す
。

　67. ウシにまつわる歯の話

家屋を新築・増築または取り壊した方
はご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査
は固定資産税の算定基礎となる評価額
を算出するために必要な調査です。

（取り壊した時も現地確認に伺います）
■連絡・問い合わせ先　税務課　固定資産税係
　　　　　　　　　　　（ 内線 2115 担当  富澤達也）

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　町では町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修工
事などを行う場合、工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方は、ぜひ
ご利用ください。また、工事を始める前に役場まち
づくり推進課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　まちづくり推進課　商工観光係
　　　　　　　　（ 内線 2242 担当  桑原和生）
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東吾妻町の東吾妻町の歴史・文化探訪歴史・文化探訪
ーー問い合わせ先／東吾妻町教問い合わせ先／東吾妻町教育委員会社会教育課（☎ 68-2261育委員会社会教育課（☎ 68-2261 担当  吉田智哉） 吉田智哉）

今
月
の
歴
史
文
化
探
訪
は
、
町
内
で

も
古
手
の
古
墳
と
い
わ
れ
て
い
る

机
古
墳
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
机

古
墳
は
、
東
吾
妻
町
大
字
岩
下
字
机
に

所
在
し
て
い
た
古
墳
で
す
。
昭
和
39
年
、

畑
地
の
耕
作
中
に
発
見
さ
れ
、
翌
年
に

群
馬
大
学
の
学
芸
学
部
尾
崎
研
究
室
（
尾

崎
喜
左
雄
先
生
）
に
よ
り
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
発
見
時
に
は
墳
丘
は
な

く
、
唯
一
確
認
さ
れ
た
の
は
竪
穴
式
石

室
（
石せ
っ
か
く槨
）
と
呼
ば
れ
る
埋
葬
施
設
で

し
た
。
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
『
岩
島

村
誌
』
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
こ
か
ら
は
そ
の
内
容
を
参
考

に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

調
査
時
に
は
既
に
墳
丘
が
失
わ
れ
（
小

規
模
な
盛
土
の
み
だ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
ほ
か
、
墳
丘
と
さ
れ
る
も
の
は
も
と

も
と
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

評
価
も
あ
り
ま
す
）、
葺
石
や
埴
輪
の
出

土
も
確
認
さ
れ
、
石
室
内
外
か
ら
は
管

玉
や
土は

じ

き

師
器
、
須
恵
器
の
破
片
が
数
点

出
土
し
た
よ
う
で
す
。
石
室
は
、
平
板

状
の
石
材
を
用
い
て
箱
形
に
形
成
し
、

上
に
は
複
数
の
板
石
を
乗
せ
て
蓋
石
と

し
て
い
ま
し
た
。
石
室
の
お
お
よ
そ
の

寸
法
で
は
長
軸
１
７
０
㎝
、
幅
31
～
43

㎝
、
深
さ
25
～
32
㎝
を
計
り
ま
す
の
で
、

い
わ
ゆ
る
伸
展
葬
で
生
身
の
成
人
が
埋

葬
さ
れ
る
に
足
る
大
き
さ
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
る
机

古
墳
の
評
価
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と

に
し
ま
す
。

❶
群
馬
県
内
最
西
端
に
位
置
す
る
古
墳
？

　

現
時
点
で
は
吾
妻
川
沿
岸
、
ひ
い
て

は
群
馬
県
全
体
と
し
て
も
最
も
西
側
に

位
置
し
て
い
る
古
墳
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
群

馬
県
古
墳
総
覧
』
で
は
西
吾
妻
地
域
で

あ
る
長
野
原
町
、
草
津
町
、
嬬
恋
村
に

古
墳
の
存
在
を
示
す
ド
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
未
調
査
の
た
め
、
果
た
し

て
本
当
に
古
墳
で
あ
る
の
か
と
い
う
疑

問
は
残
り
ま
す
が
、
今
後
、
も
し
こ
れ

ら
に
対
し
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
古
墳

で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
際
に
は

机
古
墳
に
現
在
与
え
ら
れ
て
い
る
「
群

馬
県
内
最
西
端
の
古
墳
」
と
い
う
評
価

は
覆
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

❷
墳
丘
は
あ
っ
た
？
な
か
っ
た
？

　
「
古
墳
」
と
い
う
名
称
か
ら
は
、
と
に

か
く
墳
丘
が
伴
う
も
の
と
判
断
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
も
の

も
存
在
し
ま
す
。
例
え
ば
群
集
墳
と
呼

ば
れ
る
多
く
の
古
墳
が
集
中
す
る
古
墳

群
に
は
、
古
墳
と
古
墳
の
間
に
埋
葬
施

設
の
み
を
作
っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
場
合
、
出
土
す
る
遺
物
も
少
な
く
、

詳
細
な
年
代
評
価
が
難
し
い
も
の
が
多

く
な
り
ま
す
。
群
馬
県
内
で
い
え
ば
例

え
ば
赤
堀
町
（
現
伊
勢
崎
市
）
の
南
原

古
墳
群
の
一
部
で
確
認
さ
れ
る
な
ど
い

く
つ
か
類
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
み

る
と
、
こ
の
机
古
墳
も
墳
丘
が
失
わ
れ

た
と
い
う
可
能
性
は
依
然
と
し
て
残
り

ま
す
が
、
も
と
も
と
な
か
っ
た
と
い
う

評
価
も
得
て
し
て
成
り
立
つ
状
況
が
あ

り
ま
す
（
そ
の
場
合
、い
わ
ゆ
る
「
古
墳
」

と
し
て
評
価
す
る
べ
き
な
の
か
と
い
う

新
た
な
疑
問
も
わ
い
て
く
る
わ
け
で
す

が
…
）。
そ
の
た
め
、
今
後
は
町
内
に
残

る
古
墳
や
発
掘
調
査
に
よ
り
初
め
て
確

認
さ
れ
た
古
墳
の
資
料
な
ど
様
々
な
調

査
事
例
か
ら
机
古
墳
の
再
評
価
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
少
な
く

と
も
現
在
の
調
査
事
例
か
ら
は
東
吾
妻

町
の
古
墳
で
墳
丘
を
伴
わ
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
古
墳
は
こ

の
机
古
墳
の
み
な
の
で
す
。

❸
机
古
墳
は
い
つ
頃
造
ら
れ
た
古
墳
な
の
か
？

　

で
は
、
机
古
墳
は
い
つ
頃
に
造
ら
れ

た
古
墳
な
の
か
と
い
う
評
価
が
最
も
気

に
な
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

私
も
気
に
な
り
ま
し
た
の
で
『
岩
島
村

誌
』
な
ど
の
文
献
や
研
究
者
の
方
に
あ

た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
評
価

も
見
え
て
き
ま
し
た
。

【
１
】

　

竪
穴
式
石
室
を
持
つ
た
め
郡
内
で
は

古
手
（
横
穴
式
石
室
が
発
生
す
る
前
の

段
階
）。
同
様
の
石
室
を
も
つ
石
の
塔
古

墳
（
中
之
条
町
）
は
５
世
紀
後
半
の
年

代
観
が
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
時

期
頃
の
古
墳
か
（
た
だ
し
遺
物
が
少
な

い
た
め
詳
細
は
不
明
。
６
世
紀
代
に
入

る
可
能
性
も
あ
る
）。

【
２
】

　

石
室
内
か
ら
管
玉
が
出
土
す
る
古
墳

は
古
墳
時
代
後
期
で
も
７
世
紀
に
は
み

ら
れ
な
く
な
る
た
め
そ
れ
よ
り
も
古
い

の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
東
吾
妻
町
に
残

る
古
墳
で
も
古
い
時
期
、
特
に
四
戸
の

古
墳
群
（
町
指
定
史
跡
）
の
よ
う
に
横

穴
式
石
室
を
持
つ
古
墳
よ
り
も
遡
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

現
在
机
古
墳
の
石
室
は
旧
岩
島
中
学

校
北
側
の
校
舎
付
近
に
移
設
さ
れ
、
周

囲
は
フ
ェ
ン
ス
で
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
町
内
唯
一
の
事
例
と
さ
れ

て
い
る
竪
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
が
移

設
と
い
う
手
段
を
持
っ
て
保
護
さ
れ
た

と
い
う
の
は
調
査
当
時
英
断
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
学
校
の
校
舎
脇
と
い
う
移

設
地
か
ら
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ

る
機
会
の
少
な
か
っ
た
机
古
墳
で
す
が
、

今
後
は
改
め
て
観
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
活
用
方
法
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

机
古
墳
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？　　
～
町
内
唯
一
の
竪
穴
式
石
室
～

　▲移設された机古墳の
竪穴式石室　　
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InformationInformation

『一場文庫』を開設
　町内在住者の一場貞さんから、群馬県の歴史資料として

『群馬県史』とみやま文庫シリーズについて、多くの本をご
寄贈いただきました。現在は「一場文庫」と命名し、役場
社会教育課の事務室で整理、配架しています。広く町民の
皆さんにもご利用できるよう閲覧可能ですので、お気軽に
社会教育課事務室へお立ち寄りください。
■問い合わせ先　教育委員会事務局社会教育課
　　　　　　　　（☎ 68-2261）

税務署

問　
中
之
条
税
務
署

　
　
（
☎
75
・
３
３
５
５
）

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
、
確
定

申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
に
税
務
署
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
の
手
続
き
を
行
え
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
等
を
お
持
ち
で

な
い
方
で
も
、
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
印
刷

し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

の
為
に
も
、
ぜ
ひ
ご
自
宅
か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
Ｘ
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

《
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
》

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」・「
税
の
情
報
・
手
続
・

　
用
紙
」・「
確
定
申
告
特
集
」

《
ｅ-

Ｔ
ａ
Ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
》

　
「
ｅ-

Ｔ
ａ
Ｘ・作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」

　
（
☎
０
５
７
０
・
01
・
５
９
０
１
）

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医
療
費
控
除

は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
、代
わ
り
に
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
（
令
和
２
年
分
か
ら
は
必
須
）。
な
お
税
務

署
か
ら
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
記
載
内
容

の
確
認
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収

書
は
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
は
ご
自
宅
で
作
成
し
て
き
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に

は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
の
取
引
に
つ
い
て
、

売
り
上
げ
や
仕
入
れ
等
を
軽
減
税
率
８
％
と
標
準

税
率
10
％
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す
る
な
ど
の
区

分
経
理
を
行
っ
た
帳
簿
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
分
か
ら
は
、
消
費
税
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
区
分
経
理
を
行
っ

た
帳
簿
に
基
づ
き
、「
課
税
取
引
金
額
計
算
表
」

の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
消
費
税
の

仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
、
区
分

経
理
に
対
応
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
等

の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ｅ-

Ｔ
ａ

ｘ
ま
た
は
ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

★
医
療
費
控
除
を
適
用
さ
れ
る
方
へ

★
消
費
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ
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町からのお知らせ町からのお知らせ

パートタイム・有期雇用労働法と育児・介護休業法の紹介
　群馬労働局雇用環境・均等室では、男女の平等な機会と待遇の確保、育児・介護休業など仕事と家庭の両立支援、
パートタイム・有期雇用労働者の雇用管理改善の啓発・指導、個別労働紛争解決制度の運用等を行っています。

【パートタイム・有期雇用労働法】
　正社員に比べ、基本給・賞与・手当などに差があ
りませんか。正社員との間の待遇差について、事業
主から説明を求めることができます。

【育児・介護休業法】
　育児や介護を行う方が「子の看護休暇」や「介護
休暇」を柔軟に取得することができるよう、それら
の休暇を時間単位で取得できるようになりました。

■相談受付時間　８時 30 分～ 17 時 15 分（土日祝日・年末年始を除く）
■問い合わせ先　群馬労働局雇用環境・均等室（☎ 027-896-4739）

　
確
定
申
告
書
等
を
郵
送
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
場

合
は
、
以
下
の
送
付
先
「
税
務
署
事
務
処
理
セ
ン

タ
ー
」
宛
へ
の
郵
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
送
付
先
】

　
〒
３
７
１
‐
８
６
８
６

　
　
税
務
署
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー 

中
之
条
税
務
署

※
住
所
の
記
載
は
不
要
で
す
。

◆
会
場　
中
之
条
税
務
署　
１
階
会
議
室

◆
期
間　
令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
～
３
月
15
日
㈪

　
　
　
　
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

◆
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
16
時
（
提
出
は
17
時
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一
環
と

　
し
て
令
和
２
年
分
確
定
申
告
で
は
、
公
的
年
金

　

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
主
な
対
象
と
し
て
、

　
２
月
16
日
よ
り
も
前
か
ら
申
告
相
談
を
受
け
付

　
け
ま
す
。

《
土
地
・
建
物
等
の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
の
相
談
を

す
る
場
合
は
以
下
の
日
程
に
限
り
ま
す
》

●
令
和
３
年
２
月

　
１
日
㈪
・
４
日
㈭
・
９
日
㈫
・
15
日
㈪
・
17
日
㈬
・

　
24
日
㈬
・
26
日
㈮

●
令
和
３
年
３
月

　
３
日
㈬
・
５
日
㈮
・
９
日
㈫
・
11
日
㈭
・
15
日
㈪

※
確
定
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ

　
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況
に
応
じ
て
、

　
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
会
場
に
来
場
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク

　
を
着
用
し
、
少
人
数
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
入
場
の
際
に
検
温
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
咳
・

　
発
熱
の
あ
る
方
は
、
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
確
定
申
告
書
等
を
郵
送
さ
れ
る
方
へ

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定

申
告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
分
の
納
税
相
談
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
役
場
本
庁
舎
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
す
。ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
場　
東
吾
妻
町
役
場　
３
階
３
０
１
会
議
室

◆
期
間　
令
和
３
年
２
月
16
日
㈫
～
３
月
15
日
㈪

※
土
日
祝
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
２
月

　
21
日
㈰
、
２
月
28
日
㈰
は
実
施
し
ま
す
。

◆
時
間　
９
時
～
16
時

◆
問
い
合
わ
せ
先　
役
場
税
務
課　
住
民
税
係

　
（
内
線
２
１
１
１
担
当 
田
中 
博
・
野
口
穂
高
）

東吾妻町

納
税
相
談
問 

役
場
税
務
課

　
（
☎
68
・
２
１
１
１
）

★
会
場
が
支
所
や
各
出
張
所
か
ら

役
場
本
庁
の
み
と
な
り
ま
す
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InformationInformation

群馬県産業別最低賃金が改正されました
　群馬県の最低賃金が改正されました。使用者も、労働者も必ず最低賃金の確認をお願いします。

■問い合わせ先　群馬労働局労働基準部賃金室（☎ 027-896-4737）

群馬県最低賃金（地域別最低賃金） １時間 837 円
発効日
令和２年 10 月３日

特
定
最
低
賃
金

【製鋼・鉄素形材製造業最低賃金】 １時間 921 円

発効日発効日
令和令和２２年 12 月 31 日年 12 月 31 日

【一般機械器具製造業最低賃金】 １時間 910 円

【電気機械器具製造業最低賃金】 １時間 910 円

【輸送用機械器具製造業最低賃金】 １時間 910 円

　

通
勤
や
通
学
で
Ｊ
Ｒ
を
利
用
さ
れ
る

方
に
限
り
、
駅
前
駐
車
場
の
定
期
区
画

を
無
料
（
免
除
）
で
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方

は
、
役
場
総
務
課
管
財
係
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
類

①
駅
前
駐
車
場
使
用
許
可
申
請
書

②
駅
前
駐
車
場
減
免
申
請
書

③
駐
車
す
る
車
の
車
検
証
の
写
し

④
Ｊ
Ｒ
の
通
勤
・
通
学
定
期

⑤
社
員
証
ま
た
は
学
生
証
な
ど
の
通
勤
・

　

通
学
を
証
明
で
き
る
書
類

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

管
財
係

　
（
内
線
２
２
２
５
担
当 

剣
持
亮
佳
）

案内案内

通
勤
・
通
学
者
の

通
勤
・
通
学
者
の

　
駅
前
駐
車
場
利
用
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
し
た

　
駅
前
駐
車
場
利
用
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
し
た

■
償
却
資
産
の

　

申
告
書
提
出

　

期
限
お
よ
び

　

提
出
先

　

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、
東
吾
妻

町
内
に
事
業
用
資
産
を
所
有
す
る
方
は

令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
役
場
税

務
課
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
（
内
線
２
１
１
３
担
当 

一
場
春
美
）

案内案内
　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

資
産
が
所
在
す
る
市
町
村
に
償
却
資
産

の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）

■
償
却
資
産
と
は

　

製
造
や
小
売
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

個
人
ま
た
は
会
社
で
営
ん
で
い
る
方
が

所
有
し
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
建
物
附
属
設
備
、
構
築

物
、
機
械
、
運
搬
具
、
工
具
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
を
償
却
資
産

と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
償
却
資
産

　

の
申
告
に
つ
い
て

　

家
屋
の
屋
根
や
土
地
な
ど
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
売
電
し
た
り
、
事

業
用
に
自
家
消
費
し
た
り
す
る
場
合
に
、

そ
の
設
備
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産

ま
た
は
家
屋
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
方
法
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
が
異
な
り
ま

す
。「
償
却
資
産
」
に
該
当
す
る
設
備
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
償
却
資
産
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
所
有
さ
れ
る

太
陽
光
発
電
設
備
が
償
却
資
産
の
申
告

対
象
に
な
る
か
な
ど
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
役
場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

■
番
号
法
施
行
に
伴
う
お
願
い

　

番
号
法
施
行
に
伴
い
、
償
却
資
産
申

告
書
に
は
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号

の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
個
人

の
方
は
申
告
書
を
提
出
の
際
、
本
人
確

認
（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）
の
た
め

個
人
番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー

ド
と
運
転
免
許
証
等
の
提
示
を
お
願
い

し
ま
す
。（
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
場
合

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の
写
し
を
添

付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）
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町からのお知らせ町からのお知らせ

　

町
で
は
令
和
２
・
３
年
度
の
競
争
入
札

参
加
資
格
の
業
種
の
追
加
を
受
け
付
け

ま
す
。

■
受
付
期
間

　

令
和
３
年
１
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

■
有
効
期
間　

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
対
象

　

令
和
２
・
３
年
度
の
定
期
申
請
ま
た
は

随
時
申
請
に
よ
り
、
既
に
名
簿
登
載
済

み
の
事
業
者
で
、
工
種
（
建
設
工
事
）、

業
種
（
建
設
コ
ン
サ
ル
）、営
業
品
目
（
物

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
業
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
従
業
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き

に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
、
林
業
界
全
体
の
退
職
金

制
度
で
す
。

案内案内案内案内

入
札
参
加
資
格
の
業
種
追
加
受
け
付
け

入
札
参
加
資
格
の
業
種
追
加
受
け
付
け

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

品
・
役
務
）
の
追
加
を
希
望
さ
れ
る
方

■
申
請
方
法

　

ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム

（http
s://p

ortal.g
-cals/e-g

unm
a.

lg.jp/portal/

）
か
ら
変
更
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
建
設
工
事
の
随
時
申
請
の
受
理
停
止

　

期
間（
新
規
申
請
お
よ
び
自
治
体
追
加
）

　

令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
～
３
月
31
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（
内
線
２
２
３
３
担
当 

福
原
郁
馬
）

　

令
和
３
年
度
か
ら
２
年
間
の
小
規
模

工
事
な
ど
へ
の
希
望
者
登
録
の
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
東
吾
妻

町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
・
修
繕
・

業
務
委
託
等
に
お
い
て
、
町
内
の
競
争

入
札
参
加
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大

を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
業
者
の
方
は
、
必

要
書
類
を
用
意
し
て
役
場
企
画
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
東
吾
妻
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
間

　

令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
よ
り
、
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

　
（
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
）

■
有
効
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

　
（
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
）

■
提
出
方
法

　

申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を

添
付
し
て
役
場
企
画
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
で
の
提
出
も

可
能
で
す
。

■
申
請
書
類

①
東
吾
妻
町
小
規
模
工
事
等
希
望
者
登

　

録
申
請
書

案内案内

令
和
３
・
４
年
度
の
小
規
模
工
事
等
希
望
者
登
録
の
申
請

令
和
３
・
４
年
度
の
小
規
模
工
事
等
希
望
者
登
録
の
申
請

②
町
税
納
税
証
明
書

③
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に

　

必
要
な
資
格
、
免
許
な
ど
を
証
明
す

　

る
書
類
の
写
し

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（
内
線
２
２
３
３
担
当 

福
原
郁
馬
）

　

同
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職

金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
（
☎
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９
）

町スポーツ協会事業参加者募集
　町スポーツ協会では、下記のスポーツ事業を予定しており、参加者を募集しています。
【スキー指導者講習会】
▶日程　令和３年１月９日㈯
▶会場　軽井沢スノーパーク
▶現地　９時 30 分集合
【第 27 回スケート講習会①】
▶日程　令和３年１月 11 日㈪
▶会場　太田スケート場

【第 39 回町民スキー講習会①】
▶日程　令和３年１月 17 日㈰
▶会場　パルコール嬬恋スキー場
▶現地　８時 15 分集合
■問い合わせ先
　町スポーツ協会事務局
　（☎ 68-0245）
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InformationInformation

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」がサポートします
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制
度です。お子さま１人につき 350 万円以内を、固定金利（令和２年 11 月２
日現在、年 1.68％）でご利用でき、在学期間内は利息のみのご返済とする
ことができます。返済期間は 15 年以内です。
　詳しくは「国の教育ローン」で検索していただくか、下記のコールセンター
へお問い合わせください。
■問い合わせ先
　教育ローンコールセンター（☎ 0570-008656 または 03-5321-8656）

　

町
で
は
、
さ
か
う
え
こ
ど
も
園
で
子

ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
働
き
た

い
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員   
１
名

▼
応
募
資
格

　

月
か
ら
金
曜
日
ま
で
勤
務
可
能
な
方

※
支
援
員
希
望
の
場
合
は
保
育
士
資
格

　

は
不
要
と
な
り
ま
す
。

▼
任
用
期
間

　

令
和
３
年
２
月
１
日
～
３
月
31
日

▼
任
用
時
間　

13
時
30
分
～
18
時
30
分

※
実
働
５
時
間

▼
給
料
・
報
酬

※
保
育
士
：
時
給
１
０
１
９
円

　

支
援
員
：
時
給
８
９
７
円

▼
試
験
方
法
：
面
接
試
験

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
高
等
教
育
機

関
在
学
者
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
に

対
し
、
家
計
等
を
下
支
え
す
る
事
業
を

行
い
ま
す
。

【
高
等
教
育
機
関
在
学
者
と
は
】

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
4
・
５
年
生
、
専
門
学
校
、

省
庁
大
学
校
に
在
学
す
る
方

※
省
庁
大
学
校
は
給
与
・
手
当
て
の
支

　

給
が
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

※
高
等
学
校
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

　

高
等
教
育
機
関
在
学
者
を
養
育
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
も
し
く
は
母
ま

た
は
父
母
以
外
の
養
育
者
で
、
令
和
２

年
４
月
１
日
現
在
で
、
１
年
以
上
継
続

し
て
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方　

■
給
付
金
額

　

１
人
に
つ
き
10
万
円
（
１
回
限
り
）

■
申
請
方
法

　

給
付
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
の

う
え
、
役
場
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

①
高
等
教
育
機
関
発
行
の
在
学
証
明
書

　
（
学
生
証
不
可
）

②
在
学
者
と
申
請
者
の
関
係
を
証
明
す

募集募集

再掲再掲

さ
か
う
え
こ
ど
も
園
　
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

さ
か
う
え
こ
ど
も
園
　
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

▼
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の
上
、

学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資

格
保
有
者
は
、
資
格
証
明
書
等
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）。
履
歴
書
の
上

部
に
勤
務
を
希
望
す
る
職
種
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間

　

令
和
３
年
１
月
19
日
㈫
ま
で 

　
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

　

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

▼
試
験
日　

令
和
３
年
１
月
下
旬
予
定

　
（
後
日
連
絡
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
２
３
０
４

担
当 
酒
井
文
彰
・
腰
塚
丈
弘
）

　

る
戸
籍
謄
本

※
養
育
状
況
に
よ
り
、
①
・
②
と
は
別

　

に
内
容
等
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要

　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
給
付
申

　

請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
付
方
法

　

申
請
内
容
を
審
査
後
、
給
付
決
定
し

た
方
に
は
、
給
付
申
請
書
に
記
載
い
た

だ
い
た
金
融
機
関
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。

■
申
請
期
限

　

令
和
３
年
２
月
28
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
２
３
０
０
担
当 

角
谷
俊
一
）

令
和
３
年
２
月

令
和
３
年
２
月
2828
日
ま
で

日
ま
で

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
高
等
教
育
機
関
在
学
者
臨
時
給
付
金
給
付
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
高
等
教
育
機
関
在
学
者
臨
時
給
付
金
給
付
事
業
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町からのお知らせ町からのお知らせ

　

町
で
は
各
地
区
こ
ど
も
園
お
よ
び
保

育
所
な
ど
で
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
り
な
が
ら
働
き
た
い
方
を

広
く
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
士
】

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

▼
任
用
条
件　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

※
フ
ル
タ
イ
ム
ま
た
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム

▼
勤
務
先

　

町
内
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

【
幼
稚
園
教
諭
】

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

▼
任
用
条
件　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

※
フ
ル
タ
イ
ム
ま
た
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム

▼
勤
務
先　

町
内
認
定
こ
ど
も
園

【
栄
養
士
】

▼
募
集
人
員　

１
名

募集募集

こ
ど
も
園
・
保
育
所
・
給
食
セ
ン
タ
ー
　
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

こ
ど
も
園
・
保
育
所
・
給
食
セ
ン
タ
ー
　
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

▼
応
募
資
格

　

栄
養
士
資
格
を
有
す
る
方

▼
任
用
条
件　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

▼
勤
務
先　

町
内
保
育
所

【
こ
ど
も
園
・
保
育
所　

支
援
員
】

▼
募
集
人
員   

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

月
か
ら
金
曜
日
ま
で
勤
務
可
能
な
方

※
保
育
士
な
ど
の
資
格
の
有
無
は
問
い

　

ま
せ
ん
。

▼
任
用
条
件　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

※
フ
ル
タ
イ
ム
ま
た
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム

▼
勤
務
先

　

町
内
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

【
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
】

▼
募
集
人
員   

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

月
か
ら
金
曜
日
ま
で
勤
務
可
能
な
方

※
調
理
師
免
許
な
ど
の
資
格
の
有
無
は

　

問
い
ま
せ
ん
。

▼
任
用
条
件　

７
時
30
分
～
16
時
15
分

▼
勤
務
先　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

【
共
通
事
項
】

▼
任
用
期
間

　

令
和
３
年
4
月
1
日
～

令
和
４
年
３
月
31
日

▼
雇
用
形
態

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
基
づ
く

任
用

▼
給
料
・
報
酬

○
免
許
・
資
格
保
有
者

　
（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
栄
養
士
）

フ
ル
タ
イ
ム
：
月
給
16
万
５
９
０
０
円

パ
ー
ト
タ
イ
ム
：
時
給　

１
０
１
９
円

○
無
資
格
者
（
支
援
員
）

フ
ル
タ
イ
ム
：
月
給
14
万
６
１
０
０
円

パ
ー
ト
タ
イ
ム
：
時
給　
　

８
９
７
円

○
調
理
員

フ
ル
タ
イ
ム
：
月
給
14
万
６
１
０
０
円

※
フ
ル
タ
イ
ム
は
週
38
時
間
45
分
、
パ
ー

　

ト
タ
イ
ム
は
週
38
時
間
45
分
未
満
の

　

勤
務
時
間

▼
試
験
方
法　

面
接
試
験

▼
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の
上
、

学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資

格
保
有
者
は
、
資
格
証
明
書
等
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）。
履
歴
書
の
上

部
に
勤
務
を
希
望
す
る
職
種
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

　

令
和
３
年
１
月
29
日
㈮
ま
で 

　
　

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

▼
試
験
日　

令
和
３
年
２
月
中
旬
予
定

　
（
後
日
連
絡
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
２
３
０
４

担
当 
酒
井
文
彰
・
腰
塚
丈
弘
）

放送大学　入学生募集
　放送大学は４月入学生を募集しています。10 代から 90 代の幅広い世代、約９万人の
学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で学んでいます。
●心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科
　学など約 300 の幅広い授業科目があり、１科目か
　ら選ぶことができます。

●卒業すれば学士の学位を取得できます。
●放送授業１科目の授業料は 11,000 円。半年ごとに
　学ぶ科目分だけの授業料を払うシステムです。

※興味のある方はお気軽に放送大学群馬学習センターまでご連絡ください。
■出願期間　第１回：令和３年２月 28 日㈰　第２回：令和３年３月 16 日㈫
■問い合わせ先　放送大学群馬学習センター（☎ 027-230-1085）
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InformationInformation

◆ 歳末助け合い募金◆ 歳末助け合い募金
　❀ 　❀ 金 20,000 円　金 20,000 円　
　　　東吾妻町婦人会　　　東吾妻町婦人会　さま　さま

あ た た か い  こ こ ろあ た た か い  こ こ ろ

ありがとうございましたありがとうございました

　

令
和
３
年
度
の
農
業
委
員
会
総
会
は

下
記
の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

農
地
転
用
等
を
お
考
え
の
方
は
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
正
期
限
ま
で
に
修
正
が
完
了
し
な

　

か
っ
た
場
合
、
翌
月
総
会
へ
保
留
し

　

ま
す
。

※
保
留
が
２
カ
月
続
い
た
場
合
は
書
類

　

を
整
え
て
、
再
度
提
出
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

※
交
付
予
定
は
あ
く
ま
で
も
目
安
と
し

　

て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

※
事
前
相
談
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
68
・
２
１
１
１
）

案内案内

■日程表　令和３年： 　令和４年：
総会の
年月 申請受付期間 総会予定日 ３条・利用権

許可書交付予定
４条・５条

許可書交付予定

４月 ３月 23 日㈫
～ 25 日㈭ ４月 9 日㈮ ４月 12 日㈪ ５月 14 日

５月 ４月 22 日㈭
～ 26 日㈪ ５月 14 日㈮ ５月 17 日㈪ ６月 17 日

６月 ５月 21 日㈮
～ 25 日㈫ ６月 9 日㈬ ６月 10 日㈭ ７月 12 日

７月 ６月 23 日㈬
～ 25 日㈮ ７月 9 日㈮ ７月 12 日㈪ ８月 13 日

８月 ７月 20 日㈫
～ 26 日㈪ ８月 10 日㈫ ８月 11 日㈬ ９月 13 日

９月 ８月 23 日㈪
～ 25 日㈬ ９月 9 日㈭ ９月 10 日㈮ 10 月 13 日

10 月 ９月 22 日㈬
～ 27 日㈪ 10 月 11 日㈪ 10 月 12 日㈫ 11 月 12 日

11 月 10 月 21 日㈭
～ 25 日㈪ 11 月 9 日㈫ 11 月 10 日㈬ 12 月 10 日

12 月 11 月 22 日㈪
～ 25 日㈭ 12 月 9 日㈭ 12 月 10 日㈮ １月 14 日

1 月 12 月 23 日㈭
～ 27 日㈪ １月 14 日㈮ １月 17 日㈪ ２月 18 日

２月 １月 21 日㈮
～ 25 日㈫ ２月 9 日㈬ ２月 10 日㈭ ３月 10 日

3 月 ２月 22 日㈫
～ 25 日㈮ ３月 9 日㈬ ３月 10 日㈭ ４月 11 日

令
和
３
年
度
東
吾
妻
町
農
業
委
員
会
　
農
地
法
許
可
申
請
等
の
日
程

　

町
で
は
、
令
和
元
年
度
に
一
筆
地
調

査
を
行
っ
た
須
賀
尾
の
一
部
５
（
須
賀

尾
字
胡
桃
沢
）
の
地
籍
図
お
よ
び
地
籍

簿
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
閲
覧
を
実
施

し
ま
す
。
今
回
の
閲
覧
が
最
後
と
な
り

一
定
の
手
続
き
を
経
て
登
記
簿
が
訂
正

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
閲
覧
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
閲
覧
対
象
者
に

は
個
別
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
閲
覧
期
間

　

令
和
３
年
１
月
13
日
㈬
～
２
月
１
日
㈪

※
土
日
祝
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
た
だ

　

し
１
月
23
日
㈯
、
１
月
31
日
㈰
は
実

　

施
し
ま
す
。

■
時
間　

９
時
30
分
～
16
時

■
場
所

　

役
場
本
庁
舎
１
階　

１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他

　

印
章
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

地
籍
調
査
係

　
（
内
線
２
２
８
１
担
当
小
池
未
來
人
・

武
藤
大
輔
・
藤
枝
将
人
）

案内案内

地
籍
調
査
に
よ
る
地
籍
図
お
よ
び
地
籍
簿
の
閲
覧

地
籍
調
査
に
よ
る
地
籍
図
お
よ
び
地
籍
簿
の
閲
覧
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中央公民館中央公民館　　図書情報図書情報
◆一般図書
『隣はシリアルキラー』………………… 中山 七里
『真夜中のたずねびと』………………… 恒川 光太郎
『初夏の訪問者』………………………… 吉永 南央
『楽に生きる』…………………………… 大來 尚順
◆児童図書
『へいわってどんなこと？』…………… 浜田 桂子  
『ノラネコぐんだん　カレーライス』… 工藤 ノリコ

◆おすすめの一冊
『あつかったらぬげばいい』…ヨシタケ シンスケ 著

　この絵本のタイトルは、当
たり前のように聞こえる言葉
だが、不思議なことに大人に
なると実践できなくなり、些
細なことで迷ってしまう。そ
んな時、どのように行動すれ
ばよいのかわかる一冊です。

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

著
著
著
著

著
著

ひがしあがつま協議体だより Vol.7ひがしあがつま協議体だより Vol.7
　住み慣れた地域で、高齢になっても安心して生活できる地域づくりを目指して、各協議体では話し合いを
繰り返してきました。
　４年目になる今年度は、今まで話し合ってきたことを形にしようと活動しています。現在は「地域資源マッ
プの作成」や「配食サービスの見直し」などを中心に行っています。

【地域資源マップ】
　構成員が対象店舗に伺って内容の確認を行いました。次年度から町内の 70 歳
以上の方にお配りしますので、ご活用ください。

【配食サービス】
　内容の見直しを行いました。回数を増やすなど、さらに充実させ、対象を食事
づくりが困難な方に絞り、次年度から行っていきます。
　詳しい内容が決まりましたら、改めてお知らせします。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、班回覧での配布を休止し、かわりに内容を広報紙面でお知らせし
　ます。ご理解いただきますようよろしくお願いします。
■問い合わせ先　町協議体事務局（☎ 68-2772 担当  茂木・湯本）

地域資源マップ

地域資源マップ

・配食サービス

・配食サービス

一時的な資金の緊急貸付の受付期間延長一時的な資金の緊急貸付の受付期間延長

■問い合わせ先　町社会福祉協議会（☎ 68-2772 担当  町田）

　各都道府県社会福祉協議会では、低所得世帯等に対して、生活費などの必要な資金
の貸し付けを行う生活福祉資金貸付制度を実施しています。以前にも広報紙でご紹介
させていただきましたが、申請期限が３月末まで延長となりましたので、改めてご紹
介いたします。詳しくは県社会福祉協議会ホームページをご確認ください。
①緊急小口資金（休業された方向け）
　緊急かつ一時的に生計の維持が困難になった場合
に、少額の費用の貸し付けを行います。
●対象者
　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により
収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持のた
めの貸し付けを必要とする世帯

②総合支援資金（失業された方向け）
　生活再建までの間に必要な生活費用の貸し付けを
行います。
●対象者
　新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や
失業などにより生活が困窮し、日常生活の維持が困
難となっている世帯
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ふれあい広場開催 中止
　町ボランティア連絡協議会では、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、令和２年度の「ふれあい
広場」を中止することといたしました。ご理解いた
だきますようお願い申し上げます。なお、前年度開
催に当たり提供いただきましたバザー品については
次年度開催時に利用させていただきます。
■問い合わせ先　町ボランティア連絡協議会
　　　　　　　　（☎ 68-2772 担当  茂木）

令和２年度　入札結果
事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

道路反射鏡設置工事 町　内 富士技工㈱ 2,500,000 円 総務課

区画線・ガードレール設置工事 町　内 群馬ライン企画㈱ 1,300,000 円 総務課

道の駅「あがつま峡」POS システム更新事業 三　島 ㈱ナブアシスト 5,150,000 円 まちづくり推進課

JR 吾妻線廃線敷滑沢橋りょう外
　安全施設整備及び塗装塗替工事

松　谷 池原工業㈱ 15,700,000 円 まちづくり推進課

道路改良（県道下沢渡原町線）工事に伴う
上水道配水管布設替工事設計業務委託

原　町 ㈱利根設計事務所 750,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（2-12 工事） 厚田ほか 宮﨑工務店㈱ 2,700,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（2-13 工事） 新巻ほか ㈲小泉設備 1,900,000 円 上下水道課

太田公民館大会議室エアコン設置工事 植　栗 ㈲剣持電気工事 1,880,000 円 社会教育課

大沢橋　補修工事 三　島 池原工業㈱ 55,500,000 円 建設課

■問い合わせ先　各担当課まで

（11 月 20 日執行）（11 月 20 日執行）

敬称略　敬称略　

■開催日　令和２年 10 月 18 日㈰
■会　場　スポーツ広場テニスコート
■結　果　【一般の部】　　　優　勝…山本祐吏・渡　友紀
　　　　　　　　　　　　　準優勝…高橋朋也・角田　祐
　　　　　　　　　　　　　３　位…山﨑結美・山﨑悠史
　　　　　【壮年女子の部】　優　勝…田村　晃・小杉謙一
　　　　　　　　　　　　　準優勝…山本　誠・吉原　博
　　　　　　　　　　　　　３　位…剣持眞男・井上　洋

◆町スポーツ協会・会長杯ソフトテスト大会

ポ ツ 果ス － 結

菅原神社節分追儺祭中止
　毎年２月に菅原神社境内で、節分追儺祭を行って
おりますが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により、入構者始め関係者皆さまの健康・安全面を
第一に考え、今年度の節分追儺祭は中止することと
いたしました。
　関係各位の皆さまには、ご理解いただきますよう
お願い申し上げます。
■問い合わせ先 　菅原神社社務所（☎ 67-2441）
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　あけましておめでとうございます。今年も新型
コロナウイルス感染症対策を取りながら、お客さ
まがくつろげるよう、努めてまいり
ます。よろしくお願い申し上げます。
　イベント情報をお知らせします。
★毎週水曜日はカラオケポイント２倍デー
■問い合わせ先
　あづま温泉「桔梗館」（☎ 59-3533）

あづま温泉あづま温泉  桔梗館桔梗館  だよりだより

吾妻郡５町村合同婚活吾妻郡５町村合同婚活

北軽井沢北軽井沢
たきたき火婚火婚

問　長野原町役場　企画政策課
　（☎ 0279-82-2229）

下記のWEBフォームから必要事項
を記入の上、申し込みください。

https://forms.gle/Ka6p
MZVVqPeyF4799

令和３年１月31日㈰まで

【時間】　11：00 ～ 16：00【時間】　11：00 ～ 16：00

【会場】　TAKIVIVA【会場】　TAKIVIVA
　　（長野原町北軽井沢 1990-5647）　　（長野原町北軽井沢 1990-5647）

【対象】【対象】
　　群馬県在住の 28 歳～ 39 歳程度の群馬県在住の 28 歳～ 39 歳程度の
　 アウトドアに興味のある方　 アウトドアに興味のある方

【料金】　男性：3,500 円【料金】　男性：3,500 円
　　　　女性：2,000 円　　　　　女性：2,000 円　

令和３年令和３年

2323（火）（火）//22

男性男性

1010 名名 1010 名名

女性女性

××

応募方法

申込期限

　吾妻郡合同の婚活イベントは今回で３回目。今年
は長野原町北軽井沢を会場に、みんなで協力してた
き火場を作り、たき火を囲みながら、すてきな出会
いを見つけてみませんか。

・参加者を対象に、婚活の注意点（服装・話し方など）
　や好感度アップ等の事前オンラインセミナーがあります。
・会場には無料駐車場があります。
・天候状況により、内容が変更する場合があります。
・新型コロナウイルス感染症の状況により、イベントが
　中止となる場合があります。



　　　　　　~ 投稿コーナー ~　　　　　　　~ 投稿コーナー ~　　　　　　　

雨
降
り
て
流
し
の
引
き
出
し
片
付
け
ぬ

バ
タ
ー
ナ
イ
フ
が
五
本
も
出
で
し

町
田
と
よ
ゑ

買
ひ
求
め
積
み
置
く
ま
ま
の
「
や
き
も
の
」
誌

　

開
か
ぬ
ま
ま
に
古
稀
を
過
ぎ
た
り

藤
原　

公
子

水
筒
よ
り
ラ
ッ
パ
飲
み
す
る
下
校
の
子

信
号
待
ち
の
わ
づ
か
な
る
間
に荻

原　

富
江

小
さ
き
実
の
球
に
下
が
り
し
美
男
葛

霜
月
の
庭
に
赤
く
耀
ふ

斉
藤
由
喜
子

音
立
て
て
庭
の
落
葉
は
吹
く
風
に

舞
ひ
て
こ
ろ
が
り
植
込
み
の
な
か

大
塚　

綾
子

四
万
ブ
ル
ー
の
四
万
湖
に
浮
か
ぶ
数
隻
の

動
か
ぬ
カ
ヌ
ー
も
紅
葉
の
彩
り関

本　

こ
う

薄
紫
に
な
ら
び
て
咲
け
る
コ
ル
チ
カ
ム

見
る
人
も
な
き
空
き
家
の
庭
に橋

爪　

治
子

畑
中
に
枯
草
を
焼
く
香
の
流
れ

髪
に
衣
服
に
ま
と
は
り
つ
き
ぬ猪

野　

房
江

榛
名
湖
の
日
差
し
を
反
す
き
ら
め
き
に

釣
り
す
る
舟
の
影
も
消
さ
る
る石

田
千
嘉
子

八
重
咲
き
の
山
茶
花
の
は
な
紅
淡
く

つ
ぎ
つ
ぎ
に
咲
く
小
春
日
の
庭塩

谷　

好
子

霜
月
に
晴
れ
の
日
続
き
て
持
ち
直
す

白
菜
・
大
根
収
穫
間
近

田
村
マ
リ
子

娘
ら
の
幼
な
き
日
日
の
品
じ
な
を

心
に
き
ざ
み
つ
断
捨
離
し
を
り石

田
由
美
子

ま
た
も
来
る
コ
ロ
ナ
の
風
に
身
の
締
ま
る

思
ひ
に
テ
レ
ビ
の
国
ぐ
に
見
つ
む

大
前
つ
る
枝

部
屋
内
に
虫
の
音
聞
こ
え
窓
外
は

我
が
家
を
包
む
演
奏
会
場

篠
原
美
佐
江

・
濯
ぎ
物
の
裾
に
さ
ゆ
ら
ぐ
式
部
の
実

・
空
っ
ぽ
の
池
に
戦
げ
る
草
紅
葉

荻
原　

富
江

・
秋
晴
れ
に
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
修
学
旅
行

・
紅
葉
山
映
る
田
ん
ぼ
に
錦
鯉小

林　

瞭
太

・
葉
の
落
ち
し
渋
柿
一
つ
熟
れ
て
を
り

・
水
牢
の
声
な
き
こ
ゑ
や
秋
探
し

加
藤
あ
い
子

・
庭
隅
の
錦
木
赤
く
雨
の
朝

・
干
し
柿
を
軒
に
つ
る
し
て
風
通
る

篠
原　

敏
子

・
草
む
し
る
手
に
蟷
螂
の
触
れ
ゆ
け
り

・
紅
葉
の
山
に
囲
ま
れ
温
に
浸
る

竹
内　

芳
子

・
稲
架
と
れ
て
広
く
な
り
た
る
村
の
景

・
立
冬
や
大
工
墨
糸
ぴ
ん
と
張
る

西
山
三
重
子

真
向
ひ
の
小
高
き
山
の
陵
線
を

金
色
に
染
め
里
は
暮
れ
ゆ
く

高
橋　

春
江

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

投
稿　

剣
道
審
査
会　

受
験
者
全
員
合
格
！　

～
東
吾
妻
剣
道
教
室
～

投
稿　

短
歌　

　

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

あ
き
る
ほ
ど
暑
さ
続
き
て
雨
の
音

今
宵
は
の
み
も
の
温
き
を
欲
す明　

日　

香

ぽ
っ
と
ん
と
栗
の
実
落
ち
て
秋
を
告
ぐ

猛
暑
追
い
や
る
涼
し
き
朝

冨
田　

は
る

休
耕
の
田
に
ア
カ
マ
ン
マ
群
れ
て
咲
く

あ
る
じ
帰
る
を
待
ち
て
ゐ
る
が
に

東　

曙　

美

久
々
に
帰
省
せ
し
姉
母
ち
ゃ
ん
を

一
つ
越
え
し
と
声
涙
ぐ
む

菅
谷
千
恵
子

欄
干
の
猿
の
親
子
に
見
つ
め
ら
れ

わ
れ
ら
人
間
温
泉
に
ゆ
く

青
木　

ソ
メ

孫
二
才
し
ゃ
ぼ
ん
玉
が
嬉
し
く
て

両
の
手
出
す
も
は
か
な
く
消
え
る

小
林
千
豆
子

　
令
和
２
年
10
月
25
日
㈰

に
嬬
恋
村
立
東
部
小
学
校

体
育
館
で
、
夏
季
剣
道
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
吾
妻
町
剣
道
教
室
か
ら

３
名
が
参
加
し
、
受
験
者

全
員
が
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

■
結
果

【
１
級
合
格
者
】

　
塩し

お
や谷 
美み

う侑
（
東
吾
妻
中
学
校
１
年
生
）

【
３
級
合
格
者
】

　
松ま

つ
ざ
か坂 

菜な

な那
（
原
町
小
学
校
５
年
生
）

　
赤あ

か
ざ
わ澤 

恵け
い
と斗
（
原
町
小
学
校
５
年
生
）

《
剣
士
を
募
集
中
》

■
稽
古
日

　
毎
週
木
曜
日

■
時
間

　
19
時
30
分
～
21
時

■
場
所

　
東
吾
妻
中
学
校
体
育
館

■
会
費

　
年
間
２
千
円
（
保
険
代
等
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
東
吾
妻
剣
道
教
室　
赤
澤

　
（
☎
０
８
０・５
４
７
０・４
７
５
７
）



　　　　　　　　みんなの広場みんなの広場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

監
督
が
最
後
に
「
今
日
の
試
合
で
自
分
は

良
く
で
き
た
と
思
う
人
は
手
を
あ
げ
て
」

と
言
い
ま
し
た
が
、
私
は
あ
げ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
次
の
大
会
で
は
良
い
プ
レ
ー

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
』

  （
Ｖ
Ｂ
Ｃ
・
６
年　
野
口　
美
結
）

　
『
私
は
ト
ミ
ー
ズ
の
キ
ャ
テ
ン
で
試
合
を

し
ま
し
た
。
コ
ー
チ
が
「
が
ん
ば
っ
た
人
」

と
言
っ
た
と
き
に
私
は
手
を
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
次
は
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。次
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ

た
ら
、
こ
の
と
き
よ
り
も
頑
張
り
た
い
で

す
』

（
ト
ミ
ー
ズ
・
４
年　
奈
良　
郁
花
）

　

郡
内
大
会
の
会
長
杯
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗

争
奪
大
会
が
中
止
に
な
り
、
試
合
を
す
る

機
会
が
な
く
な
っ
た
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、

11
月
８
日
に
練
習
試
合
形
式
の
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

●
結
果　

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
（
６
チ
ー
ム
順
位
決
定
戦
）】

　
《
予
選
リ
ー
グ
》

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 　
２ 

対 

０ 

嬬
恋
Ｊ
Ｖ
Ｃ

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 　
１ 

対 

２ 

長
野
原
Ｊ
Ｖ
Ｃ

　
《
３
位
決
定
戦
》

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 　
０ 

対 

２

 

中
之
条
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
Ａ

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
４
チ
ー
ム
リ
ー
グ
戦
）】

　
ト
ミ
ー
ズ 

０ 

対 

２

 

嬬
恋
東
部
小
Ｖ
Ｂ
Ｃ
・
Ｂ　

　
ト
ミ
ー
ズ 

０ 

対 

２

 

中
之
条
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
Ｂ

　
ト
ミ
ー
ズ 

１ 

対 

１ 

　
北
軽
井
沢
小
バ
レ
ー
部　
　

　

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
草
津
町
総
合
体

育
館
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
の
大
会
で
し

た
。

　

Ｖ
Ｂ
Ｃ
は
、
予
選
リ
ー
グ
の
長
野
原
戦

で
は
最
後
ま
で
よ
く
ね
ば
り
ま
し
た
が
残

念
な
結
果
で
し
た
。
ト
ミ
ー
ズ
（
３・４
年

生
）
は
初
め
て
の
大
会
で
な
か
な
か
力
を

発
揮
で
き
ず
に
３
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
『
Ｖ
Ｂ
Ｃ
は
４
位
に
な
り
ま
し
た
。
前
の

大
会
で
は
サ
ー
ブ
が
う
ま
く
打
て
な
か
っ

た
け
ど
今
回
は
入
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

投
稿　

東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ

ま
し
た
。

　
『
私
た
ち
は
、
11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
全
部
の
チ
ー
ム
と

試
合
を
し
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
の
で
、
今
後
の
練
習
に
生
か
し
、
自
分

の
力
を
向
上
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
』

（
６
年　
高
橋　
奏
乃
）

　
『
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
数
カ

月
練
習
で
き
な
く
、
残
念
な
一
年
で
し
た
。

で
も
、
一
回
一
回
の
試
合
を
大
事
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練
習
を
し
て
い
く

う
ち
に
、
チ
ー
ム
の
人
た
ち
と
協
力
し
た

プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大

き
な
喜
び
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、

自
信
が
つ
き
ま
し
た
』

（
主
将
・
６
年　
富
澤
な
な
み
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
思
う
よ
う
な
練

習
が
で
き
な
か
っ
た
６
年
生
で
す
が
、
よ

く
頑
張
り
、
チ
ー
ム
力
が
向
上
し
、
攻
め

る
バ
レ
ー
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
６
年
生
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継

ぐ
下
級
生
、
一
生
懸
命
練
習
に
取
り
組
み
、

一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
を
身
に
つ
け
て
活
躍

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

　

東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ
は
、
火
曜
日
と
金
曜
日

の
夜
、
町
民
体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
小
学
生
は
出
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ　
富
澤　
辰
男

　
北
毛
支
部
親
善
交
流
大
会

～　
あ
と
一
歩
！　
～

　
吾
妻
郡
小
学
生

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

～　
無
念
！　
～

　
第
36
回
会
長
杯
群
馬
県

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

～　
本
当
に
悔
し
い
！　
～

　

県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
に
登
録

し
て
い
る
北
毛
支
部
８
チ
ー
ム
が
榛
東
南

小
体
育
館
で
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

試
合
は
１
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
総
当
た
り
戦

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
結
果

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

１ 

対 

０　
吉
岡
ス
ポ
少

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

０ 

対 

１　
昭
和
ス
ピ
ー
ド

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

０ 

対 

１　
利
根
ラ
ビ
ッ
ト

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

１ 

対 

０　
吉
岡
Ｖ
Ｂ
Ｃ
・
男
子

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

０ 

対 

１　
嬬
恋
Ｊ
Ｖ
Ｃ

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

０ 

対 

１　
沼
田
Ｖ
Ｂ
Ｔ
Ｃ

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

１ 

対 

０　
榛
東
翼

　

北
毛
地
区
で
県
登
録
を
し
て
い
る
全

チ
ー
ム
が
初
め
て
そ
ろ
っ
た
大
会
で
し
た
。

思
う
よ
う
な
プ
レ
ー
が
で
き
ず
、
課
題
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
た
一
日
で
し
た
。
試

合
だ
け
で
な
く
、
審
判
・
公
式
記
録
つ
け
・

線
審
・
得
点
つ
け
な
ど
い
い
経
験
が
で
き

　

12
月
６
日
、
富
岡
市
民
体
育
館
で
県
会

長
杯
の
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
で
１
チ
ー
ム
20
人
（
選
手
・
指
導
者
・

応
援
）
と
い
う
人
数
制
限
の
中
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
配
慮
し
て
試
合
を
行
い
ま
し

た
。

●
結
果

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

０ 

対 

２　
桐
生
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

　

相
手
の
サ
ー
ブ
で
リ
ズ
ム
を
く
ず
さ
れ

ま
し
た
。
後
半
は
善
戦
し
ね
ば
り
ま
し
た

が
、
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
攻
め
る
バ

レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
た
く
ま
し

く
な
っ
て
き
た
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
力
を

十
分
発
揮
で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　
『
12
月
６
日
に
あ
っ
た
県
会
長

杯
は
私
た
ち
に
と
っ
て
最
後
の

試
合
で
し
た
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大
会

が
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
残
念
な

こ
と
に
一
試
合
目
で
負
け
て
し

ま
っ
た
け
ど
、
後
ろ
の
レ
シ
ー

ブ
で
は
自
分
な
り
に
頑
張
れ
た

と
思
い
ま
す
』

（
６
年　
髙
橋　
小
梅
）
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町からの回覧物の配布を一時休止させていただきます
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間、町からの回覧物（回覧板を使って周知するもの）
の配布を一時休止させていただきます。広報紙やお知らせカレンダー等の毎戸配布物は引き続き配布いたし
ますのでよろしくお願いいたします。
■問い合わせ先　総務課　行政振興係（ 内線 2222 担当  根津俊明・小林真之）

町のホームページに広告（飲食店）を掲載しませんか
　町内飲食店やグルメ販売店舗の利用・販売促進を図るため、町ホームページを活用し、広告を掲載しませ
んか。お店へ足を運んでもらうきっかけづくりとして、ご活用ください。
■掲載内容　１．店舗情報　２．店舗の外観、料理の写真
　　　　　　３．店舗の紹介（店舗の紹介文、ジャンル、テイクアウトの有無）
■対　象　　町内にある飲食店やご当地グルメ商品販売店である（本店・支店は問いません）
　　　　　　店舗運営にあたり必要な許認可・資格等を持っている
■申し込み方法　町ホームページから申込書をダウンロードし、必要事項を記入の上、FAX またはメール、
　　　　　　　　郵送、持込で提出してください。
■申し込み期限　令和３年１月 29 日㈮　必着
　　　　　　　※東吾妻グルメクーポン付き広告掲載店に申し込まれた店舗は申し込み不要です。
■その他　　掲載にあたり費用はかかりません。お料理などの撮影しますので後日ご連絡いたします。
　　　　　　新型コロナウイルス感染症の感染状況により、延期または中止となる場合があります。
■問い合わせ先　まちづくり推進課　商工観光係（ 内線 2243 担当  小山日出映・髙橋優芽）

　１月分の納期限は 2 月１日です　１月分の納期限は 2 月１日ですまちの人口
～令和２年 12 月１日現在～

	 ●男	 6,542 人

	 前月比	 （－ 14 人）

	 ●女	 6,737 人

	 前月比	 （－ 17 人）

	 ●人口	 13,279 人

	 前月比	 （－ 31 人）

	 ●世帯数	 5,601 世帯

	 前月比	 （－ 11 世帯）

口座振替をご利用の方は口座預貯
金残高を確認しておいてください

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２２
月月

３
月

住民税 ※ ○ ○ ○ ○ ※
固定資産税 ○ ○ ○ ○
国民健康保険税 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
軽自動車税 ○ ○
介護保険料 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※は条件によっては徴収と
なる場合があります。

おすすめおすすめ健康料理レシピ　　健康料理レシピ　　

カラフル白玉のぜんざいカラフル白玉のぜんざい
178178

材料 （４人分）材料 （４人分）

白玉粉 ……………

いちごジャム ……

水 …………………

　　粒あん ………

　　牛乳 …………

　　バナナ ………

　　ミントの葉 …

60 ｇ

30 ｇ

30 ｇ

40 ｇ

100㎖
40 ｇ

適宜　

つ く り か たつ く り か た
①　ボウルに白玉粉、いちごジャム、水を入

　　れてこねたら 12 等分にして丸めます。

②　鍋にお湯を沸かして①をゆで、浮いてき

　　たら、さらに１分ゆでて冷水にとり、水

　　気を切ります。

③　A を混ぜあわせます。

④　器に白玉、輪切りにしたバナナを盛り、

　  ③をかけて、ミントの葉を添えて完成です。

栄 養 価栄 養 価
（ ４ 人 分 ）（ ４ 人 分 ）

エネルギー …  124 kcal
たんぱく質 … 2.5 ｇ
食塩相当量 … 0.0 ｇ

A

この広報紙は環境に配慮した紙を使用しています。 24




